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JICA海外協力隊の方々が訪問！ 国際交流を行いました！ 

   
今年も大変お忙しい中、JICA海外協力隊の方々にご

来校頂き、子供たちに多くの視点での講話を頂きまし
た。５名の隊員の方々の中には、８月末に着任された
ばかりの方もいらっしゃる中、隊員として働くことの
意義やお仕事の内容等の詳しい説明に子供たちは、大
いに刺激を受けたようです。 
子供たちの質問が多かった海外協力隊のやりがいは何かなどの質問に

対しわかりやすく答えて下さいました。そのいくつかに触れてみます。 
１. 現地の人々との深い交流と文化理解について 
隊員の方々は、異なる文化や価値観をもつ南アフリカの人々と密接に関

わっています。生活や仕事を共にする中で、お互いの理解が深まり、異文
化に対する視野が広がる話にたくさん触れていただきました。子供たちに
とっても、自身の成長や多様性に対する理解を深める機会となったようで
す。 
２. 人と直接出会い、貢献すること 
隊員の方々は、教育、医療、農業、

環境保護など、多様な分野で現地の
人々を支援されています。隊員として、
自分のもっているスキルや知識が、目

に見える形で現地の発展や生活の向上に役立つ瞬間は、大きな達成感や
やりがいを感じさせるというお話が多くありました。実は、今回、お越
しいただいた５名の方々のうち、４名の方々は、国内で現職の教員の立
場で派遣されています。 
３. 自分の挑戦や国際協力を進めること 

新しい環境や困難に立ち向かい、問題を解決し、苦労しながらもコミ
ュニケーションを図り、自分の成長につなげているお話も多くありまし
た。特に、言語や文化の壁を乗り越え、現地の課題に対して自主的に取
り組む経験が自分の成長につながっているお話に多くの子供たちも感動
していたようです。さらに、国際社会における日本の役割を実感し、よ
り大きな視点で社会や世界の課題に貢献することの意義や将来に向けた
自分自身の職業観を膨らませた子供もいました。 
JICA海外協力隊の方々の講話を聴いた後、昼食を一緒に食べ、お昼休

みも鬼ごっこをしました。そして、ヨハネスソーランを披露した後は、
隊員の方々も一緒に踊って頂きました。子
供たちは、交流のまとめとして各自の感想を記入しました。一部ではあります
が、ご紹介いたします。 
今回の国際交流の実施に際しまして、岡田所長様をはじめ南アフリカ共和国

JICA 事務所の皆様に多大なご支援を頂きましたことに心より御礼申し上げま
す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
星 

     笑顔があふれ、しあわせを感じられる学校 

学 校 便 り 

令和６年９月国際交流特集号 

ヨハネスブルグ日本人学校 

    

学校だより ４月号 

めざせ！南十字星 
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